
  

 

 

 

 

 

道徳性を向上させる 

校長 川畑 敏彦 

梅雨入りし、毎日雨の日が続きます。先日も昼休みに 2年生の子供が校長室の前でもじもじし

ていました。「どうしたの？」と声をかけると「2年〇組の○○です。遊びに来ました。入ってもいい

ですか。」とのこと。「じゃあ、今日は○時〇分までなら大丈夫です。」と約束をすると、「失礼しま

す。」と嬉しそうに入ってきます。その後ろには、同じように 2人待っています。２人の子供も同じよ

うに入ってくると、校長室にあるけん玉やかるた、動物の置物で仲良く遊んでいました。私は事務仕

事をしていたのですが、しばらくすると「約束の時間が来たので帰ります。ありがとうございまし

た。」という声が聞こえ、片付けをして出ていきました。自分たちで時計を見て行動する。最初の約

束を守る。仲良く遊ぶ。２年生のそんな行動にとてもうれしくなりました。 

また、生活委員会の子供たちは、朝、校門前であいさつ運動に取組んでいます。児童会であいさ

つがしっかりできるようになろうという目標を立て、何ができるかを考え、行動しています。最初は、

恥ずかしがったり声が小さかったりしたのですが、やっていくうちに堂々と元気よくできるようにな

っています。あいさつが返ってくると嬉しそうにしている様子も見かけます。 

これら様々な活動から、子供たちの心にも少しずつ「自立」の心が育っていることをうれしく思い

ます。 

 

さて、「道徳性」とは何でしょう？ 自分の意思決定や行為にかかわる善悪・正不正を区別する指

針となるものだと思います。通常、「道徳的」とは、利他的であることを意味します。誰かの利益にな

ることをしてあげることが道徳的（道徳的に善いこと）であり、その反対に誰かの不利益になること

をすることが不道徳的（道徳的に悪いこと）であると考えられます。 

すなわち、道徳性とは、人と人との関係性にかかわる問題であり、もしこの地上に自分一人しか

いないとしたら、道徳性など必要ありません。道徳性とは、基本的に人間関係に関わり、人間ないし

生命との善き関係性を作り出す営みであると考えられます。 

 

私たちが、ある人間を信頼するかしないかは、何よりもその人が道徳的な人物であるかどうかに

かかっています。誠実で、他者を思いやる人物であるかどうかを私たちは第一に評価しています。

道徳性は人間のあらゆる活動の基盤を為していると言えます。 

であるとすれば、道徳性を推進するための教育は学校教育において何より優先すべき課題であ

るはずであり、道徳教育は、まずは家庭で行われるべきという考えや、地域社会全体が道徳につい

て関心を持つべきであるという考えもその通りであるといえるのではないのでしょうか。 

 

親が子供に教えていかなければいけないことは、「悪いことはしてはいけない。悪いことをすると

自分を卑しめることになる。」ということです。うそをつく、傷つける、いじめる、乱暴をする、責任を

とらないなどの「悪いこと」は、人が見ていても見ていなくても、相手が許しても許さなくても「悪い

こと」なのだということを子供にわからせる必要があります。 

その基準が「倫理観」です。親は、人間としてなすべきこと、してはいけないことをしっかり判断で

きる基準を作ってあげることが大切なことだと思います。 
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高学年となった５年生が，６月 11 日（水），12

日（木）の２日間，集団宿泊学習に出かけました。

学校以外の教育施設で，友達と寝食やお風呂を共

同するのは初めての経験です。慣れない環境で戸

惑うことも予想されましたが，大きなけが等もな

く，子供たちの楽しそうな姿が見られ，有意義な活

動を行うことができました。 

１日目は，雨のため，雨天プログラムでの実施で

したが，「室内運動会」では，グループで作戦を工

夫したり，協力したりして競い合い，最後は，他の

学校の友達も含めて，みんなで楽しむ活動ができ

ました。「灯のつど

い」では，係の児童

がきちんとセリフ

を覚えて儀式に臨

んだり，レクリエ

ーションの係の児

童が合間で段取り

の確認や練習をして有意義なレクリエーションを

運営してくれたりと，子供たちの頑張る姿が見ら

れました。学校紹介の時間では，校歌ダンスも披露

披露して，本名小の

児童から大きな拍

手ももらいました。 

２日目は，野外炊

飯でカレー作りを

行いました。火加減

や水加減に苦慮し

ながらも，どのグル

ープもおいしいカレーができました。 

青少年研修センターの食堂やお風呂，寝室でも

マナーを守り活動できました。時間を意識しなが

ら集団を意識して活動する様子から子供たちの自

立心と成長を感じた２日間でした。 

 

 

 毎日暑い日が続きます。学校では，熱中症対

策として以下のことについて取り組んでいき

ます。御協力をお願いいたします。 

 １ 規則正しい生活の徹底 

   「はやね・はやおき・あさごはん」 

 ２ 登下校の帽子着用 

 ３ こまめな水分補給 

 ４ 外での運動制限 

 ５ 汗の始末(汗拭きタオルの持参) 

※ 水筒，冷感タオルの持参を許可いたします。

管理は各自で行います。各家庭で使用につい

ての指導もよろしくお願いします。 

   

 

６月７日(金)に学校運営協議会を開催しまし

た。学校運営協議会では，学校長の教育方針「グ

ランドデザイン」を承認していただき，地域とと

もある学校づくり推進のための御意見をいただ

きました。また，行事等，様々な活動を通して，

小学校や中学校，校区の幼稚園・保育園や大学と

も関わって，地域とつながりを大切にしていき

たい等，様々な視点から協議がなされました。地

域に根ざした学校運営を進めるために，地域の

皆様と協力して本協議会の取組を前進させてい

きます。 

令和７年度 紫原小学校学校運営協議会委員 
校区まちづくり協議会長 清水 昌子 様 
校区まちづくり協議会副会長 森  昭男 様 
校区あいご会長 竹之内哲義 様 
認定こども園紫原幼稚園長 花月 敏郎 様 
校区主任児童委員 今村 晴代 様 
鹿児島純心女子中学校教諭 前田 考一 様 
紫原小学校ＰＴＡ代表 東郷  誠 様 
紫原地区民児協会長 上園 和行 様 
志學館大学人間関係学部教授 宗  建郎 様 
紫原中学校校長 肥後 昭文 様 
地域学校協働活動推進員 田中 智治 様 

20 日(金)には，スクールゾーン委員会を開催

し，校区の危険箇所や事故が心配される箇所に

ついての情報交換を行いました。安心安全の見

守りについては，皆さんの御協力が不可欠です。

今後も，地域住民，学校職員，保護者が連携して，

園児・児童・生徒にとって，安全なまちづくりを

推進していけるよう，御協力をよろしくお願い

いたします。 

 

 

 

【７月…文月(ふみつき)…July】 

 12日(土) 土曜授業日  

 16日(水) 台湾麗林小との交流会 

18日(金) １学期終業式 

 24日(木) 水泳記録会６年生大会 

 25日(金) 水泳記録会５年生大会 

  

【８月…葉月(はづき)…Augst】 

３日(日) 校区納涼大会・みこしパレード 

13日(水)～15日(金) 学校閉庁日 

 21日(木) 出校日 

 

高学年，貴重な体験を今後の生活へ  

７月・８月の主な行事予定  

地域とともにある学校を目指して 

熱中症対策～自分で守る～ 


